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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第93期
第３四半期
連結累計期間

第94期
第３四半期
連結累計期間

第93期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (百万円) 14,552 12,298 18,629

経常利益 (百万円) 247 151 199

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 228 144 195

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 375 163 717

純資産額 (百万円) 13,587 13,975 13,929

総資産額 (百万円) 20,126 20,313 20,593

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 5.91 3.73 5.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 67.5 68.8 67.6
 

　

回次
第93期
第３四半期
連結会計期間

第94期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.12 2.49
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の連結子会社)が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　なお、平成27年６月24日を効力発生日とするエア・ウォーター株式会社が行った当社普通株式に対する公開買付け

により、エア・ウォーター株式会社は当社の親会社となりました。

　また、当社のその他の関係会社であった㈱三菱ケミカルホールディングス及び三菱化学㈱は、当該公開買付けに応

募した結果、当社のその他の関係会社に該当しないこととなりました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。　　

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における日本経済は、企業収益の改善等により景気は引き続き緩やかな回復基調で推

移しているものの、中国経済の減速、テロ事件など国際的な不安要素が見られました。また、足元では原油価格や

株価が大幅に下落するなど景気の先行きに不透明感が広がっております。

　このような状況下、当社グループは既存製品の拡販と安全・安定操業に注力することで設備稼働率の維持・向上

に努めると共に自らの努力で実現できるロス・ムダの削減、業務改善、固定費削減等の積み重ねによる体質強化に

注力してまいりました。加えて、中期経営計画のコンセプトである「機能化学品の川崎化成への進化」に向け、既

存の機能化学品の拡販や新規用途分野への展開、新規機能化学品の本格展開等に取り組んでまいりました。

　また、エア・ウォーター株式会社による当社普通株式に対する公開買付けの成立により、昨年６月24日をもちま

して当社は同社の連結子会社となりましたが、今後の更なる成長と発展をめざし、エア・ウォーターグループ各社

との連携により、コア技術、事業ノウハウ、経営資源等を相互に提供・活用するシナジー効果の発現に向けた具体

的な検討を重ねてまいりました。

　当第３四半期連結累計期間における経営成績は、売上高の大部分を占める化学品事業において、主に可塑剤の減

販及び原油価格急落による石油系の原料価格の下落に応じた価格対応により、売上高は12,298百万円（前年同期比

2,254百万円減収・15.5％減）となりました。

　損益面では、主に市況の下落、ナフトキノンの減販並びに大規模定期修繕に伴う修繕費等の増加により前年同期

に比べ悪化し、営業利益は118百万円（前年同期比81百万円減益・40.5%減）、経常利益は151百万円（前年同期比95

百万円減益・38.7%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は144百万円（前年同期比84百万円減益・36.9%減）と

なりました。

 

これを事業別に見ますと次のとおりであります。

①化学品事業

・有機酸製品

　無水フタル酸は、販売数量は増加したものの原料価格の下落に応じた価格対応により減収となりました。

　その他の有機酸につきましては、コハク酸は前年度並の売上、フマル酸は販売数量の減少及び原料価格の下落に

応じた価格対応により大幅な減収となりました。

・有機酸系誘導品

　可塑剤は原料価格の下落に応じた価格対応及び数量の減少により大幅な減収、マキシモール
®
は前年同期並の売上

となりました。

・キノン系製品

　ナフトキノンは、主に中国の環境規制の影響で取引先の操業が一時停止したことにより減収となりましたが、農

薬原体アセキノシルは需要が伸長し大幅な増収となりました。パルプ蒸解助剤ＳＡＱ
®
、アントラキノン、脱硫触媒

ＮＱＳ
®
はいずれも増収となりました。

 

　以上の結果、化学品事業全体としての売上高は12,224百万円（前年同期比2,267百万円減収・15.6％減）、営業利

益は114百万円（前年同期比73百万円減益・39.0％減）となりました。
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② その他の事業

　その他の事業につきましては、売上高は74百万円（前年同期比13百万円増収・22.7％増）、営業利益は２百万円

（前年同期比６百万円減益・71.5％減）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は20,313百万円となり、前連結会計年度末に比べ280百万円減少いた

しました。

　流動資産は、主に受取手形及び売掛金並びに有価証券は増加しましたが、商品及び製品並びに短期貸付金の減少

により、前連結会計年度末に比べ425百万円減少し、9,725百万円となりました。

　固定資産は、主に設備投資による有形固定資産の増加により、前連結会計年度末に比べ145百万円増加し、10,588

百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は6,338百万円となり、前連結会計年度末に比べ325百万円減少い

たしました。

　流動負債は、主に支払手形及び買掛金の減少により、前連結会計年度末に比べ257百万円減少し、3,544百万円と

なりました。

　固定負債は、主に退職給付に係る負債の減少により、前連結会計年度末に比べ68百万円減少し、2,793百万円とな

りました。

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は13,975百万円となり、前連結会計年度末に比べ45百万円増加いた

しました。

　株主資本は、主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により、前連結会計年度末に比べ26百万円増加し、

10,239百万円となりました。

　その他の包括利益累計額は、主に退職給付に係る調整累計額の増加により、前連結会計年度末に比べ19百万円増

加し、3,735百万円となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は281百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 137,297,000

計 137,297,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年２月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 41,207,730 41,207,730
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株で
あります。
完全議決権株式であり、
権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式

計 41,207,730 41,207,730 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成27年12月31日 ─ 41,207,730 ─ 6,282 ─ 1,571
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

普通株式

2,507,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

38,272 同上
38,272,000

単元未満株式 普通株式 428,730 ― 同上

発行済株式総数 41,207,730 ― ―

総株主の議決権 ― 38,272 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式５株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
川崎化成工業株式会社

川崎市幸区大宮町1310 2,507,000 ─ 2,507,000 6.08

計 ― 2,507,000 ─ 2,507,000 6.08
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 175 305

  受取手形及び売掛金 4,423 ※1  4,846

  有価証券 - 2,400

  商品及び製品 1,799 1,370

  仕掛品 144 124

  原材料及び貯蔵品 432 438

  短期貸付金 3,048 -

  その他 127 240

  流動資産合計 10,150 9,725

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,774 1,697

   機械装置及び運搬具（純額） 1,581 1,565

   土地 5,862 5,862

   その他（純額） 157 419

   有形固定資産合計 9,376 9,545

  無形固定資産 110 84

  投資その他の資産 956 959

  固定資産合計 10,443 10,588

 資産合計 20,593 20,313

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,221 ※1  1,790

  短期借入金 100 100

  未払法人税等 39 7

  賞与引当金 181 70

  修繕引当金 79 131

  その他 1,179 1,444

  流動負債合計 3,801 3,544

 固定負債   

  リース債務 41 35

  再評価に係る繰延税金負債 1,541 1,541

  繰延税金負債 222 221

  役員退職慰労引当金 77 60

  退職給付に係る負債 747 700

  資産除去債務 232 234

  固定負債合計 2,862 2,793

 負債合計 6,664 6,338
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 6,282 6,282

  資本剰余金 2,549 2,549

  利益剰余金 1,783 1,811

  自己株式 △402 △404

  株主資本合計 10,212 10,239

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 419 423

  土地再評価差額金 3,245 3,245

  退職給付に係る調整累計額 51 66

  その他の包括利益累計額合計 3,716 3,735

 純資産合計 13,929 13,975

負債純資産合計 20,593 20,313
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 14,552 12,298

売上原価 12,821 10,660

売上総利益 1,731 1,638

販売費及び一般管理費 1,531 1,519

営業利益 200 118

営業外収益   

 受取利息 1 0

 受取配当金 24 23

 固定資産賃貸料 39 40

 その他 6 5

 営業外収益合計 72 70

営業外費用   

 支払利息 1 1

 固定資産処分損 20 32

 その他 2 3

 営業外費用合計 24 37

経常利益 247 151

税金等調整前四半期純利益 247 151

法人税、住民税及び事業税 19 8

法人税等調整額 △0 △1

法人税等合計 18 7

四半期純利益 228 144

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 228 144
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 228 144

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 120 3

 退職給付に係る調整額 26 15

 その他の包括利益合計 146 19

四半期包括利益 375 163

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 375 163

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(会計方針の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形を

満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

受取手形 ―百万円 16百万円

支払手形 ― 〃 6 〃
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

減価償却費 472百万円 487百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 77 2 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 116 3 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

EDINET提出書類

川崎化成工業株式会社(E00813)

四半期報告書

12/17



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
財務諸表計上額
(注)２化学品事業 その他の事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 14,491 60 14,552 ― 14,552

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 89 89 △89 ―

計 14,491 150 14,642 △89 14,552

セグメント利益 188 8 196 3 200
 

(注) １．セグメント利益の調整額３百万円は、グループ内設備取引に係る未実現利益実現等によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
財務諸表計上額
(注)２化学品事業 その他の事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 12,224 74 12,298 ― 12,298

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 81 81 △81 ―

計 12,224 156 12,380 △81 12,298

セグメント利益 114 2 117 1 118
 

(注) １．セグメント利益の調整額１百万円は、グループ内設備取引に係る未実現利益実現等によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 (自 平成27年４月１日

至 平成26年12月31日)  至 平成27年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 5円91銭 3円73銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額
（百万円）

228 144

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額（百万円）

228 144

普通株式の期中平均株式数（株） 38,709,948 38,702,083
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２８年２月５日

川崎化成工業株式会社

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   梅   村   一   彦   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   楢   崎   律   子   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川崎化成工業株

式会社の平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成２７年１０

月１日から平成２７年１２月３１日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成２７年４月１日から平成２７年１２月３１

日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川崎化成工業株式会社及び連結子会社の平成２７年１２月３１日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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